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芝浦工業大学
・工学部、システム理工学部、デザイン工学部、建築学部

理工学研究科 ＋ 付属中高２校
・学生数 約10,000名（学部生約8000名＋院生約2000名）
・教員数 約320名、職員数 約200名 （大学専任のみ）
・２キャンパス－豊洲（東京都江東区）、東大宮（さいたま市）



芝浦工業大学の建学の理念とDP
【建学の理念】

社会に学び、社会に貢献する技術者の育成

【Centennial SIT Action】

世界に学び、世界に貢献するグローバル理工系人材の育成
【全学のDP】

芝浦工業大学は、理工学の基礎知識及び幅広い専門分野の知識を活用して、持続型
社会の実現のために世界の諸問題を解決できるとともに、建学の精神に謳われる社会に
貢献する理工学人材にふさわしい能力を有し、卒業要件を満たしたものに学位を授与し
ます。
1. 世界と社会の多様性を認識し、高い倫理観を持った理工学人材として行動できる。

2. 問題を特定し、問題解決に必要な知識・スキルを認識し、不足分を自己学修し、社会・経済的制約条件を踏まえ、基
礎科学と専門知識を運用し、問題を解決できる。

3. 関係する人々とのコミュニケーションを図り、チームで仕事ができる。
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本学の内部質保証体制図

教育イノベーション
推進センター
として支援



予測困難な時代を生き抜く自律的な学修者を育成するためには、学修者本位の教育への転換が必要。
そのためには、教育組織としての大学が教学マネジメントという考え方を重視していく必要。

Ⅰ 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化
 学生の学修目標及び卒業生に最低限備わっている能力の保証として機能するよう、ＤＰを具体的かつ明確に設定

積極的な説明責任

Ⅲ 学修成果・教育成果の把握・可視化
 一人一人の学生が自らの学修成果を自覚し、エビデンスと共に説明できるようにするとともに、DPの見直しを含む教育改善にもつなげてゆくため、
複数の情報を組み合わせて多元的に学修成果・教育成果を把握・可視化

 大学教育の質保証の根幹、学修成果・教育成果の把握・可視化の前提として成績評価の信頼性を確保

社会からの信頼と支援

学⾧のリーダーシップの下、学位プログラム毎に、以下のような教学マネジメントを確立することが求められる。

Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施
 明確な到達目標を有する個々の授業科目が学位プログラムを支える構造となるよう、体系的・組織的に教育課程を編成
 授業科目の過不足、各授業科目の相互関係、履修順序や履修要件について検証が必要
 密度の濃い主体的な学修を可能とする前提として、授業科目の精選・統合のみならず、同時に履修する授業科目数の絞り込みが求められる

 DPに沿った学修者本位の教育を提供するために必要な望ましい教職員像を定義
 対象者の役職・経験に応じた適切かつ最適なＦＤ・ＳＤを、教育改善活動としても位置付け、組織的かつ体系的に実施
 教学マネジメントの基礎となる情報収集基盤である教学ＩＲの学内理解や、必要な制度整備・人材育成を促進
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教学マネジメント指針の概要

○ 大学がその教育目的を達成するために行う管理運営であり、大学の内部質保証の確立にも密接に関わる重要な営みである。

○ その確立に当たっては、教育活動に用いることができる学内の資源（人員や施設等）や学生の時間は有限であるという視点や、学修者本位の教育の実現のためには大学の時間構造を「供給者

目線」から「学修者目線」へ転換するという視点が特に重視される。

教学マネジメント
とは

○ 学修者本位の教育の実現を図るための教育改善に取り組みつつ、社会に対する説明責任を果たしていく大学運営（＝教学マネジメントがシステムとして確立した大学運営）の在り方を示すもの。

○ ただし、教学マネジメントは、各大学が自らの理念を踏まえ、その責任でそれぞれの実情に応じて構築すべきものであり、本指針は「マニュアル」ではない。

○ 教育改善の取組が十分な成果に結びついていない大学等に対し、質保証の観点から確実に実施されることが必要と考えられる取組等を分かりやすく示し、その取組を促進することを主眼に置く。

○ 本指針を参照することが最も強く望まれるのは、学長・副学長や学部長等である。また、実際に教育等に携わる教職員のほか、学生や学費負担者、入学希望者をはじめ、地域社会や産業界と

いった大学に関わる関係者にも理解されるよう作成されている。

「学位プログラム」レベル

「授業科目」レベル

教学マネジメント
指針とは

Ⅴ 情報公表
 各大学が学修者本位の観点から教育を充実する上で、学修成果・教育成果を自発的・積極的に公表していくことが必要
 地域社会や産業界、大学進学者といった社会からの評価を通じた大学教育の質の向上を図る上でも情報公表は重要

「大学全体」レベル

三つの方針（「卒業認定・学位授与の方針」（DP）、「教育課程編成・実施の方針」（CP）、「入学者受入れの方針」（AP））
教学マネジメントの確立に当たって最も重要なものであり、学修者本位の教育の質の向上を図るための出発点

各取組を、大学全体、学位プ
ログラム、授業科目のそれぞれ
のレベルで実施しつつ、全体と
して整合性を確保。
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追補 「入学者受け入れの方針」に基づく大学入学者選抜の実施
 入学段階で身に付けていることが求められる資質・能力等や、評価・判定の方法・基準について、「入学者受入れの方針」に具体的に示す
 入学者選抜が求める学生を適切に見いだすものとなっていたか、点検・評価を実施し、その結果を踏まえてAP等の見直しを実施 学位プログラム共通の考え方

や尺度（アセスメントプラン）に
則り、大学教育の成果を点
検・評価



本セミナー前半の達成目標

1. 教育目標、データ・情報、対話、
意思決定、改善、フォローアップ
のつながりを、教育改善を「動かす」情報設
計の観点から説明できる。

2. IR、FD・SD、カリキュラムマネジメントを連動さ

せている大学の実践を、教育改善情報の
「つくり方・流し方・使い方」の観点から捉え
ることができる。



各種方針の整合性確認
建学の精神・理念

大学全体の学位授与方針（ＤＰ）

学部のＤＰ

学科のＤＰ

科目の到達目標・評価方法
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カリキュラム編成方針（CP）
カリキュラムマップ、ツリー

アセスメントプラン（ポリシー）

入学者受け入れ
方針（AP)



学科DPをmDPに具現化
【工学部基幹機械コースｍDP】
【A】 文化・芸術・歴史・政治経済などに基づく大局的な視野と倫理的な視点から、機械工学と社会
の関わりを考察することができ、グローバル社会において多様な人々と意思疎
通を図ることができる。
【B】 機械工学の専門知識を必要とする協同作業において、他者の意見を理解し自己の役割を果た
しながら、相互にコミュニケーションを取って目標を実現することができる。
【C】 自然科学の原理から基本的な物理現象を数学的に導くことができ、機械の設計や性能評価に
必要な技術計算、情報処理を正確に行うことができる。
【D】 自然科学の法則に基づいて機械の運動機構や動特性、構造や強度、物質・運動量・エネル

ギーの流れなど機械工学の基盤技術に関わる物理現象を理解し、現象の予測や解析を行うことが
できる。
【E】 機械を製作して運用するために必要な工学特有の手法（計測、制御、設計、加工など）に習熟
し、それらを問題の状況に応じて適切に使うことができる。
【F】 産業界や社会の要請を把握して解決するべき課題を設定し、さまざまな分野の知識を関連付
けながら設計生産技術を活用することで、立案した構想に従って研究を進め課題
を解決することができる。
【G】 技術的課題に対して自ら積極的に追究しようとする探求心を持ち、さまざまな機会を利用して
継続的に自己学修することができる。



WEBシラバスでの紐づけ

科目到達目標とmDPの対応づけ



mDPとカリキュラムツリー
＊確認・改訂作業のなかで、必要に応じて学科を支援



評価方法・評価割合の設定

科目到達目標ごとの評価割合設定



カリキュラムデータベースの整備

• mDPと全ての授業科目(科目コード)が関連付け
• mDPの達成状況を可視化することが可能に
【学生個人】

学修成果の可視化、ディプロマサプリメント
【学部・学科】

学修成果の可視化、カリキュラム評価・改善



SIT-ポートフォリオ・ダッシュボード

• 学修目標
• 授業自己評価
• 取得単位
• GPA
• 学科順位
• TOEICスコア
• 学修成果の可視化
• 副コース単位取得状況
• PROG
• CEFR
• 正課外活動状況
• 学費&奨学金状況
• etc…
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• SITポートフォリオとは、個々の学

生の学びについて電子的に記録、

蓄積されたものすべて

• ダッシュボードは、ポートフォリオか

ら学生の状況を視覚的に確認でき

るようにしたもの

• 学生本人だけでなく、教職員、学費

負担者も同じものを参照可能

• システムが内製なので随時改修可

能

• ディプロマサプリメントとしても利用



mDP達成度の可視化



可視化データを基にした検討

学修教育目標
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2021年度 ？？工学科入学生 【学科・コースへの検討依頼例】
・多くのｍDPに対応する科目において、ｍ
DPに掲げる各能力を確認・評価しているこ
とを示すエビデンス提出
・2021年度入学生の取得単位数平均が
2単位以下となっているｍDPに関して、今
後の単位取得見込みや履修指導の予定、
あるいは2単位以下の取得でｍDPに到達
できるとする理由を報告

＊必要に応じて、VODによる内容理解へ
の支援、個別相談機会の設定



【2022年度】ある学科へのコメント
【来年度シラバスにおける要改訂事項】

各科目のシラバスに掲げられた達成目標で、文末の動詞が「理解する、習得する」等で終わっ
ている目標が見られます。「シラバスガイド」にもあるように、達成目標は、学生を主語に、「・・・
できる」という形式で、観察可能な行動で記述し、成績評価項目と一致させることが必要です。
理解・習得した結果をどのように評価するかがわかるような記述に変更してください。

【確認事項】

• 学修・教育到達目標A１の主要科目として人文社会系教養科目が指定されていますが、目
標A1の後半「機械工学と社会の関りを考察することができる」と、上記科目群の到達目標お

よび学修成果の可視化の方法との整合性について確認し、必要に応じて、来年度シラバス
を改訂するか、他の科目を主要科目として指定してください。

• 学修・教育到達目標A2の主要科目として「生命倫理」が指定されていますが、目標A2の後

半「機械工学者として倫理的な視点を踏まえた行動をとることができる」と、上記科目の到
達目標および学修成果の可視化の方法との整合性について確認し、必要に応じて、来年
度シラバスを改訂するか、他の科目を主要科目として指定してください。

• 「卒業研究１、２」が学修・教育到達目標B1、B2、C1、C2に対応していますが、「卒業研究１、

２」の到達目標および学修成果の可視化の方法と、各学修・教育到達目標の整合性につい
て確認してください。必要に応じて、来年度、「卒業研究１、２」のシラバスを改訂、学修成果
の可視化の方法を改訂・追加するなどしてください。



【2023年度】ある学科へのコメント
1. 卒業研究は、各学科・コースの多くの学修・教育到達目
標（ｍDP）に対応しています。＊＊を参照し、対応するｍDPに掲

げる各能力を卒業研究において確認・評価していることを示す
エビデンスと対応表をご提出ください。確認・評価するエビデン
スがないｍDPについては、その旨、提出頂く対応表において報
告し、2023年度以降、エビデンスが残るようにしてください。

2. 本学学生が各学科・コースで掲げるｍDPに到達したと根
拠づけるためには、卒業時、ｍDPごとに一定数の単位を取得し
ていることが必要です。2021年度入学生の取得単位数平均が2
単位以下となっているｍDPに関して、今後の単位取得見込み
や履修指導の予定、あるいは2単位以下の取得でｍDPに到達
できるとする理由をご報告ください。



【2024年度】ある学科へのコメント
１． 「2024年度学修・教育到達目標毎科目一覧」について

主要科目指定した科目のうち、「１科目複数クラス」「オムニバス」を選択した科目について、
評価課題・評価基準の妥当性、複数クラス間の一貫性を本学専任教員がどのように確認してい
るのか、回答をお願いします。

２．卒業研究のエビデンスについて

2025年3月卒業生に使用する卒業研究において確認・評価するルーブリック評価表をご提出
ください。（全学科・コース）。

３．本学学生が各学科・コースで掲げる学修・教育到達目標（ｍDP）に到達したと根拠づけるた
めには、卒業時、ｍDPごとに一定数の単位を取得していることが必要です。2021年度および
2022年度入学生の取得単位数平均が2単位以下のｍDPについて

• 2022年度入学生の取得単位数平均が2単位以下となっているｍDPに関して、今後の単位
取得見込みや履修指導の予定、あるいは2単位以下の取得でｍDPに到達できるとする理
由をご報告ください。

• 2021年度入学生の取得単位数平均が2単位以下となっているｍDPに関して、履修指導の
予定や2単位以下の取得でｍDPに到達できるとする理由等を昨年ご報告頂きましたが、＊
＊学科については、2021年度入学生の一部ｍDPについて対応の結果が確認されませんで
した。学科・コースとしてのその後の対応をご回答ください。

４．2024年3月卒業生に対する卒業時アンケートの自由記述および学生インタビュー結果をまと
めたファイルを学科等で共有・参照し、気になるコメントに対して回答ください。



【2025年度】主要授業科目の要件策定
（１） 本学専任教員が担当する科目

（２） 1科目複数クラスを開講する科目で、本学専任教員が下記を実施する科目

• 大学HPに掲載するシラバスを作成し、開講する複数クラスが同一のシラバスに基
づいて実施されるよう、学期の始まる前に担当者間で共有している

• 最終成績の60％以上を占める評価課題（群）およびその採点基準を作成し、開講
する複数クラスが同一の評価課題（群）および採点基準を使用する

• 開講する複数クラスすべての最終成績分布を把握する

• 開講する複数クラスすべての授業評価・自己評価アンケート結果を把握する

（３） 1科目1クラスを複数教員で担当する科目で、本学専任教員が下記を実施する
科目

• 大学HPに掲げるシラバスを作成し、学期の始まる前に担当者間で共有している

• 最終成績の60％以上を占める評価課題（群）およびその採点基準を作成し、担当
者間で共有する

• 最終成績分布を把握し、担当者間で共有する

• 授業評価・自己評価アンケート結果を把握し、担当者間で共有する



情報や対応の常時可視化

専任教職員に限り

• SITポートフォリオ

• 各科目の成績分布

• 各科目の自己評価・授業評価アンケート結果

• 上記コメントへの回答

・・・・

＊要望に応じて、各学科等と個別に対話、支援



支援者として注意していること
• 風が吹く時を見逃さない
→その時のために準備が必要

• 種をまき続ける
→一緒に走ってくれる同志が必要

• 寄り添って支援する
→カリキュラムがうまく機能するかは
現場の教員の理解と協働があってこそ



自己点検・評価及び認証評価という「風」
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20192018 202220212020 20252023 2024 2026

自己点検・評価

認証評価

自己点検・評価

認証評価結果通知

自己点検・評価 自己点検・評価

自己点検・評価

認証評価
改善報告書提出

自己点検・評価

認証評価結果通知

自己点検・評価 自己点検・評価

自己点検・評価

認証評価

認評評価 7年に1度実施

自己点検・評価 自己点検・評価 自己点検・評価 自己点検・評価自己点検・評価自己点検・評価 自己点検・評価自己点検・評価

「改善報告書」の提出期限は、大学評
価実施年度から３年経過後まで 2024.4のハンド

ブックを参照して、
評価を実施

2024.4大学評

価実務説明会
への参加

学内

大学
基準
協会

• 自己点検・評価は毎年度実施



年度毎の自己点検・評価を
内部質保証、認証評価につなげる



補助事業という「風」
2011年 初期のFDWS開始

2014年 AP事業、SGU事業採択

2015年 教職協働でシラバスガイド作成

FDWSをすべての教職員に開放

2016年 DPをｍDPに詳細化

教育関係共同利用拠点認定

2017年 WEBシラバスの充実

2020年 デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン採択

SITポートフォリオの整備・充実



新体制、カリキュラム改訂という機会
２０２１年 新学長就任

学部長指名、学長室員指名

学部長室員指名

複数学部での

課程制実施



ミドルマネージャー教職員の育成支援
もともと、SPODフォーラム等へ多くの教職員が参加していたが、
・東京大学・両角先生による拠点研修
「ミドルマネジメントについて考える研修」

4学部⾧を含むミドル層が参加
・愛媛大学・本学共催
「カリキュラムコーディネーター養成講座」

学部⾧室員を含むミドル層が参加
・愛媛大学・中井先生による外部研修
「教学マネジメント推進者養成講座」に多数参加

⇒教学マネジメントを推進するキーメンバーに



ミドル育成支援によるメリット

1.学部執行部および関係職員の方々と
のつながり

2.高等教育の現状、教学マネジメントの
必要性等の共通理解、共通言語

3.他大学の状況を知ることによる刺激



2017年度からの学事暦変更
本学の場合、 100分14週（一部7週×2Q）導入
により、

• 夏季・春季休業中の学外学修体験（数週）が
しやすくなる

• １つあるいは２つのQにまたがっての、受け入
れ学生数が増える

• 結果として、本学学生の多様な学修経験が
促される



単位制による授業外学修時間
芝浦工大においては、1単位時間＝45分と定義し、

1単位＝45単位時間の学修

2単位＝90単位時間（4,050分）の学修

週1回、2単位の講義においては、

100分授業×14週

→1400分授業＋2650分授業外学習

→平均すれば、毎週約190分の授業外学修が必要

29



WEBシラバスでの紐づけ
授業外学修課題と標準時間数の設定
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「理工学教育共同利用拠点」2026年度実施 ２６プログラム

プレFD、入職から3年以内の教員を主に想定したプログラム
・大学教育開発論（プレFD） ・学生の学修を促すシラバスの書き方WS  ・授業デザインWS

  ・学生主体の授業運営手法WS ・ティーチングポートフォリオ（TP）作成・完成WS

理工系教育に関わる教員の基礎的・共通的なプログラム
・ルーブリック評価入門WS ・反転授業入門WS ・英語による授業のためのWS
・アカデミックポートフォリオ作成・完成WS
・障がい学生への対応（学内） ・外部資金獲得支援（学内） ・研究者倫理について理解する研修（学内）
・大学におけるダイバーシティについて理解する研修（学内） ・安全衛生・危機管理に関する研修（学内）

理工系教育に関わる教員のさらなる能力開発プログラム
・研究室指導に必要なコーチング技能入門WS ・アカデミックアドバイジング入門WS
・知的財産マネジメント研修 ・学修歴のデジタル化について学ぶセミナー
・高等教育開発セミナー

理工系教育の強みをさらに伸ばす組織開発支援
・ファカルティデベロッパー養成講座 ・カリキュラムコーディネーター養成講座
・ミドルマネジメントについて考えるセミナー ・高等教育機関の外部評価支援
・カリキュラムの整合性と学修成果の可視化に関するセミナー
・教学マネジメントの視点で学生参画について学ぶセミナー
・組織開発のための個別コンサルテーション



本学学生の授業外学習時間の推移
（いずれも1コマあたりの分数）outside classroom study hours （min.)

建築学部デザイン工学部システム理工学部工学部

1201471281122020年前期

1081271251072020年後期

1421331141032021年前期

1111271171132021年後期

1281141021032022年前期

120114951052022年後期

1531311121052023年前期

109110971042023年後期

1841331041122024年前期

12011193992024年後期

1601231131052025年前期

本学における自己評価アンケート集計結果より



自己評価・授業評価アンケート
• 授業科目の達成目標について、それぞれの達成

度を学生自身が自己評価
• 何を教えたかではなく、何を学んだか？
• 学んだ事に対する自己省察（振り返り）
• 学生はSITポートフォリオで確認

• 授業科目毎に結果を公開
• カリキュラムレベルの間接評価の一つに

• 全ての科目で、シラバスシステムからアンケート設
問を自動生成



自律的な学修者の育成
【目標設定（1年毎）】
• 初年度は、DP/CPを確認して、今年の目標を設定
• 次年度以降、前年の目標に対する自身を振り返り→今年の目標を設
定

• 学生はSITポートフォリオで確認

（履修登録、学修）

【自己評価・授業評価アンケートによる自己省察】
• 科目到達目標ごとの達成度を学生自身が自己省察（振り返り）
• 学生はSITポートフォリオで確認
• 授業科目毎に結果を学内公開



自己評価授業アンケート結果（授業科目） 自己評価授業アンケート結果（学生個人）

振り返りコメント



本学の内部質保証に関わる学生参画
【機関レベル】

学生自治会と教学執行部の定期的な意見交換、
施策への反映

【プログラムレベル】

卒業時アンケート実施、内部進学した修士1年生
にインタビュー実施、プログラム改訂への反映

【授業科目レベル】

自己評価アンケートの実施、授業改善への反映、
（SCOT？）



授業時間変更における学生からの要望

2017年度より

「90分×15週」を「100分×14週」に

昼休み時間の延長が要望により実
現



コロナ禍における学生からの要望
・学内ネット環境の増強

・学修管理システム（LMS）の整備

・Zoom等の遠隔授業ライセンス契約

・サイトライセンス（Adobe, Office 等）の契約

・授業収録の稼働

・収録動画の配信

・図書館資料の宅配

・・・



学生自治会と執行部の定期的会合
２０２３年度の会合で自治会から出された話題

1. シラバスにおける誤記等について

2. 100分間の講義時間における学生の集中力持続に
ついて

3. 学内プリンタのスマートフォン等への対応について

4. 窓口営業時間の延長について

5. アンケートで講義に対する評価の項目を設置

6. 履修登録の際に行われる抽選について

7. キャンパス内のWi-Fi環境について



学生自治会と執行部の定期的会合
2024年度の会合で出された話題
1. シラバスの内容について
2. 卒業要件不足単位の可視化について
3. 履修登録システム改善について
4. 履修登録期間及び成績公開日の学年暦への記載に

ついて
5. S*gsot履修システムについて
6. キャンパス整備について

– 豊洲キャンパスロッカー設置
– 大宮キャンパス5号館エレベーター同期

7. 施設予約システムのネット申請について


